
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４４０１

基盤研究(C)

2013～2011

維持管理のための橋梁３次元プロダクトモデルの最適詳細度の解明と４次元化

Investigation of optimum level of development and 4 dimensionalizing of 3D bridge pr
oduct models for maintenance

５０３１２４３４研究者番号：

矢吹　信喜（Yabuki, Nobuyoshi）

大阪大学・工学（系）研究科（研究院）・教授

研究期間：

２３５６０５５１

平成 年 月 日現在２６   ６   ９

円     3,000,000 、（間接経費） 円       900,000

研究成果の概要（和文）：3次元プロダクトモデルによる橋梁の設計，施工が進められているが，膨大な量の既設の橋
梁に対して，維持管理を目的に，詳細な3次元モデルを作成することは，便益に対して費用がかかりすぎる．そこで，
本研究では，橋梁を対象とした詳細度（LOD）案を作成し，サンプル橋梁を対象として，モデル作成にかかる時間をLOD
別に計測し，コスト曲線を得た．便益については，アンケートなどを用いる．また，3次元モデルに点検評価などを紐
付けし，修繕工事などを時間軸で紐付けした4次元化を実施した．

研究成果の概要（英文）：Recently, 3D product models are used for design and construction of bridges. Howev
er, development of detailed 3D product models for a large number of existing bridges for the purpose of ma
intenance is economically unrealistic. Thus, in this research, we devised a plan of levels of development 
(LOD) for bridges, and we measured time for making a 3D product model for each LOD and obtained a cost cur
ve. As per the benefit, we decided to use questionnaires by asking professionals. In addition, we linked t
he evaluation of each member of a bridge with the 3D product model and modified the 3D model as a 4D model
 by linking repair works to the 3D model in a time axis.
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１．研究開始当初の背景
 我が国では戦後の高度成長期に建造した膨
大な数の橋梁が近い将来更新時期を迎えるこ
とから，点検・維持管理およびアセットマネ
ジメントに関する研究および実施が進みつつ
ある．また，逼迫した財政状況から，不具合
が発見された橋梁については，適宜補修工事
を行うとともに，壊れる前に予防保全を行い，
なるべく長寿命化させようという努力が橋梁
管理者によってなされている．
 しかしながら，点検報告書は各点検項目の
評価点とコメントが中心であり，点検報告書
の中の図面や補修工事に関する設計図面およ
び完成図面はいずれも
とから，たとえ電子化された
であったとしても，人間が図面を見て解釈し
なければ，コンピュータは「理解」すること
ができない．そのため，すぐに引き出して利
用可能な，膨大な数の橋梁の履歴情報は，結
局のところ，その地域の現場に熟知した管理
者の頭の中にしかない，ということが知られ
ている．床版の打ち替えを必要とする場所は，
橋梁のどの部分に多いのか，伸
を頻繁に実施しなくてはならないタイプは何
か，トラブルを起こしやすい支承はどのタイ
プで，どんな故障が多いのか，といった知識
は，現状では簡単に得られるものではない．
 コンピュータが理解して，例えば検索でき
るような振る舞いをさせるためには，オブジ
ェクト指向に基づいた，ある程度「標準化さ
れた」
できるようにする必要がある．さらに，補修
工事は，工事の前後で形状や材料などが変化
するため，単に
時間軸を取り入れ
や構造の文脈（コン
ようにすることが必要である．
 これまでに，橋梁のプロダクトモデルの構
築に関しては，フランス国立建築土木研究所
（CSTB
進んでいる建物のプロダクトモデル
（Industry Foundation Classes
梁プロダクトモデル
構築した．同じ頃，我が国では，矢吹ら
様なコンセプトで，鋼橋
ロダクトモデルを開発した
に両モデルを統合化した新
築し始め，
International
を働きかけた
Interoperability
International
International
Information Modeling
のプロダクトモデルである
標準にすることに注力しているため
方にまで手が回らない状況である．
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２．研究の目的
 一方，新
工，維持管理のライフサイクル全般を通じて
使用することを目的としたプロダクトモデル
で，かなり詳細なレベルで
ルを作成することができる．そのモデルデー
タを新
りの時間と労力を要するが，新設の橋梁であ
るならば，データを作成後，何度も使用する
ため，コスト的に見合う．しかし，膨大な数
の既設の橋梁のモデルデータを作成すること
は，費用対効果から見て，非現実的な選
考えられる．
 そこで，本研究では，以下の３つの事項を
研究目的とする．
①維持管理における点検や補修工事に的を絞
って，それらを表現するために必要な条件，
詳細度による便益とコストを検討することに
より，求められる
度を決定することを第一の目的とする．決定
される詳細度を出来る限り小さくするために，
モデルの構造要素に写真や図面の一部等のデ
ータをはじめ，各種の数値・文字情報をリン
クさせる工夫を凝らすこととする．
②次に，その
て 4
③さらには，点検データと補修工事のデータ
を貯蔵できるデータモデルを構築し，そのデ
ータを
て，コンピュータが思考しているような振る
舞いをさせることと第三の目的とする．
 
３．研究の方法
（１）
ど，モデルの表現力は高くなり便益は増大す
る．一方で，モデルの詳細度が高くなるほど，
モデル作成に要する時間やコストも増大する．
便益とコストのバランスを取ると，（便益－コ
スト）が最大となる点が最適な詳細度になる
はずである．したがって，プロダクトモデル
の詳細度と
になると考えられる．
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4 次元化することを第二の目的とする．
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ータを 4 次元プロダクトモデルにリンクさせ
て，コンピュータが思考しているような振る
舞いをさせることと第三の目的とする．

３．研究の方法
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